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議
案
第
九
十
九
号

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
鮎
す
る
条
例
の
1
部

.
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
特
別
職
の
撤
兵
で
常
勤
の
も
の
の
-
給
与
及
び
施
費
に
閲
す
る
条
例
の
1
融
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
S
て
､
地
方
自
治
法
(
絹
和
二
十
二
年
法
律
雛
六
十
七
号
)
　
霧
九
十
六
条
第
一
填
め
規
定
に
よ
り
'
本

-

盛
会
の
議
決
を
求
め
る
.

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
日

三

　

新

　

町

　

長

松

　

　

　

村

商

　

　

　

成

碩
和
五
指
四
年
拍
善
廿
壱
日
　
原
嚢
可
決

三
朝
町
議
会
哉
長
牧
田
議
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三
朝
町
条
例
第

早

特
別
職
の
讐
貝
で
常
勅
の
も
の
の
冶
与
及
び
旅
欝
に
闇
す
る
条
例
の
忘
を

改
正
す
る
桑
例

特
別
職
の
讐
貝
で
常
勤
の
J
;
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
蘭
す
ふ
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
勧
町
条
例
弟
五
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡
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0
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0

0

円

｣

を

｢

三

五

〇

､

0

0

0

円

｣

に

､

｢

三

0

1

1

'

0
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0

0

向

｣

を

｢

三

二

1

'

0

0

0

円

｣

に

改

め

る
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則

(
塊
行
期
日
等
)

′
　
こ
の
条
例
は
,
公
布
の
日
か
ら
旅
行
し
､
昭
和
五
十
甲
牢
四
月
1
日
か
ら
適
用
す
る
｡

(
給
与
の
内
払
)

2
　
改
正
前
の
革
別
磯
の
讐
貝
で
常
融
の
も
の
の
樽
与
及
び
旅
費
に
幽
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
'
昭



/

和
五
十
四
年
和
嘉
盲
か
ら
こ
の
条
例
の
麻
行
の
日
の
晋
ま
で
の
閲
に
.
 
､
簡
別
東
の
鴎
員
で
常
勤
の
も

の
に
支
払
わ
れ
た
檎
与
は
､
改
正
後
の
特
別
蹄
の
轍
崇
で
常
勅
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
常
に
等
′
る
条
例

の
規
定
に
ょ
る
給
与
の
内
払
と
み
表
す
.
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